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【手続補正書】
【提出日】平成24年4月6日(2012.4.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力画像に対して擬似中間調処理を行う擬似中間調処理手段を複数有する画像処理装置
であって、
　前記入力画像のデータを解析する解析手段と、
　前記解析手段の解析結果に応じて、前記入力画像の濃度値を前記擬似中間調処理手段の
それぞれに分配する濃度分配手段と、
　前記濃度分配手段により分配された濃度値を、ディザ法を用いて擬似中間調処理するこ
とによりＮビット／画素（Nは２以上の整数）のデータを出力する第１の擬似中間調処理
手段と、
　前記濃度分配手段により分配された濃度値を、前記第１の疑似中間調処理とは異なる擬
似中間調処理することによりＮビット／画素のデータを出力する第２の擬似中間調処理手
段と、
　前記第１の擬似中間調処理手段の出力及び第２の擬似中間調処理手段の出力とを画素ご
と混合することにより、Ｎビット／画素のデータを出力する混合手段とを備えることを特
徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記擬似中間調処理手段は、出力値の最大値を前記濃度分配手段における濃度分配率に
て制限し、
　前記混合手段では、前記擬似中間調処理手段からの出力を加算して出力することを特徴
とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記混合手段により混合された前記擬似中間調処理手段の擬似中間調処理の結果を量子
化する量子化手段を備え、
　前記量子化手段は、前記混合手段により混合された前記擬似中間調処理手段の夫々から
出力される擬似中間調処理の結果の量子化を行い、量子化誤差を前記複数の擬似中間調処
理手段の何れかへフィードバックすることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項４】
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　入力画像に対して擬似中間調処理を行う擬似中間調処理工程を複数有する画像処理方法
であって、
　前記入力画像のデータを解析する解析工程と、
　前記解析工程の解析結果に応じて、前記入力画像の濃度値を前記擬似中間調処理工程の
それぞれに分配する濃度分配工程と、
　前記濃度分配工程において分配された濃度値を、ディザ法を用いて擬似中間調処理する
ことによりＮビット／画素（Nは２以上の整数）のデータを出力する第１の擬似中間調処
理工程と、
　前記濃度分配工程において分配された濃度値を、前記第１の疑似中間調処理とは異なる
擬似中間調処理することによりＮビット／画素のデータを出力する第２の擬似中間調処理
工程と、
　前記第１の擬似中間調処理工程の出力及び第２の擬似中間調処理工程の出力とを画素ご
と混合することにより、Ｎビット／画素のデータを出力する混合工程とを備えることを特
徴とする画像処理方法。
【請求項５】
　入力画像に対して擬似中間調処理を行う擬似中間調処理工程を複数有する画像処理方法
の各工程をコンピュータに実行させるプログラムであって、
　前記入力画像のデータを解析する解析工程と、
　前記解析工程の解析結果に応じて、前記入力画像の濃度値を前記擬似中間調処理工程の
それぞれに分配する濃度分配工程と、
　前記濃度分配工程において分配された濃度値を、ディザ法を用いて擬似中間調処理する
ことによりＮビット／画素（Nは２以上の整数）のデータを出力する第１の擬似中間調処
理工程と、
　前記濃度分配工程において分配された濃度値を、前記第１の疑似中間調処理とは異なる
擬似中間調処理することによりＮビット／画素のデータを出力する第２の擬似中間調処理
工程と、
　前記第１の擬似中間調処理工程の出力及び第２の擬似中間調処理工程の出力とを画素ご
と混合することにより、Ｎビット／画素のデータを出力する混合工程とをコンピュータに
実行させることを特徴とするプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の画像処理装置は、入力画像に対して擬似中間調処理を行う擬似中間調処理手段
を複数有する画像処理装置であって、前記入力画像のデータを解析する解析手段と、
　前記解析手段の解析結果に応じて、前記入力画像の濃度値を前記擬似中間調処理手段の
それぞれに分配する濃度分配手段と、前記濃度分配手段により分配された濃度値を、ディ
ザ法を用いて擬似中間調処理することによりＮビット／画素（Nは２以上の整数）のデー
タを出力する第１の擬似中間調処理手段と、前記濃度分配手段により分配された濃度値を
、前記第１の疑似中間調処理とは異なる擬似中間調処理することによりＮビット／画素の
データを出力する第２の擬似中間調処理手段と、前記第１の擬似中間調処理手段の出力及
び第２の擬似中間調処理手段の出力とを画素ごと混合することにより、Ｎビット／画素の
データを出力する混合手段とを備えることを特徴とする。
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